
平成29年度京都ＢＣＰ企業交流会　アンケート結果

全体
１　ライフラ
インの災
害対応

２　BCP策
定・見直し
のススメ

３　BCP実
践事例

1
ライフライン関連３社の取り組み発表は確認の意味
で参考になった。

年２回全社・全グループの地震対策訓練を実
施しているが、ブラインド訓練や行政・地域連
携訓練はまだまだ不足している。

③ ③ ② ② ③FAX

2

・決められたプランを実行できるか否かより色々な
パターンの訓練にあたり修正を加えていくことで対
応能力自体の向上を図っていくべきという講演が大
変参考になった。
・全体的に参考になる話が多く、自社に持ち帰って
検討したい。

現在のＢＣＰの実効性の確保が最大の課題
と考えている。

肯定的にサプライチェーンは考慮しにく
いが企業間連携を強固なものとしてい
きたいと考える。現在府と地元金融機
関とで連携を図っているがこれからも
実効性を高めていきたい。

② ③ ① ② ③FAX
過去の震災等における実
例紹介

3
巨大地震発生時にどういうことが起こるか知りこと
ができた。

府が主導で交流会を開催することが大変参
考になった。

インフラがストップした時、府のどこか
ら情報を得れば良いかがわかりやす
いとよいかと思う。

② ④ ① ②
①京都府ホーム
ページ

地震、火事、風水、感染で
実際に事業継続が困難に
なった中で対応された団体
の方に体験をききたい。

4
災害をどこまで想定し、どれだけの社員にど
こまで訓練していくかの範囲決めが課題

② ③ ② ③ ④メルマガ

5

・訓練においてシナリオ通りに動けるかでは想定外
の時に対応ができない。事前にシナリオは伝えずに
事象を経験し、できなかったことに対しての見直しを
行うことでで想定外に対応できる体制整備をしてい
く参考となった。

・より実効性のある訓練の実施方法
・一人一人がＢＣＰに対して意識を高めていく
こと。

② ② ② ② ③FAX

6

・ＢＣＰを策定してもいざというときに役に立たなかっ
たという声をよく聞く。ＢＣＰを有効なものにするため
には何が必要なのかまた、事例とその企業が抱え
ている課題が知りたくて参加した。
・特に東京海上日動火災保険(株)、村田機械(株)の
講演が参考になった。

② ③ ② ②
①京都府ホーム
ページ

全企業の99.7％は中小企
業であるため、中小企業で
有効なＢＣＰを策定してい
るところがあれば事例を伺
いたい。

５　今回の交流会
を知ったきっかけ

４　　　評　　　価
１　感想、今後の取組に活かしていきたいこと ２　個別ＢＣＰについて（課題、府への要望）

３　連携型ＢＣＰについて（課題、府へ
の要望）

６　今後、取り上げて欲し
いテーマ

別紙８ 
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7

・東京海上日動火災保険(株)のシミュレーションは
「何が必要で、どう動くべきか」をどの立場の者でも
分かり易く考えられるためすばらしかった。
・ライフライン３社の講演でライフラインのありがたさ
を改めて実感した。特にＮＴＴの講演が分かり易かっ
た。２社についてももう少しゆっくり話してもらえると
良かった。
・製造業2社の講演を聞いて、正直ここまでやらなけ
ればいけないのかと感じていたが「ＢＣＰの世界に
『これで大丈夫』は存在しない」と気付かされた。ま
た、取引先からの「これはＢＣＰでない」と言われた
話も衝撃的だった。
・交流会開始時間を13時30分～17時にしてほしい。
・ＤＶＤ上映の際に民放ＴＶが２度映り、気になった。

ＢＣＰの準備費用や期間を考慮すると、中小
企業にはハードルが高いため、中小企業に
でも取り組みやすい仕組を設けてほしい。

どの事業者でも相談しやすい窓口を設
けてほしい。京都経済センター(仮称)
に行政と産業界を結ぶオフィスが設け
られると聞いたので、そこでＢＣＰにつ
いても相談できるようになればありが
たい。

② ② ① ②
⑨その他(府から
の案内)

建設業におけるＢＣＰの取
組

8

・どんな災害が起きているかわからないという前提
のもと、具体的な取組事項を考えるのは難しいのが
本音である。
・公共性の広い企業ではＢＣＰを意識して事業を進
めておることがわかった。

様々な事業や機能部門が同居している事業
所なので未だイメージがもてない。

いざというときに頼るのは地元の消防
等であり、それを統括する上位の行政
機関へ促進をお願いしたい。

③ ③ ② ②
⑦ＢＣＰ策定支援
ワークショップ

9
講演以外の間のディスカッション時間がもう少し欲し
い。パネルディスカッションも良いかと思う。

今後委員会等へ参加したい。

10

・関西電力(株)に東日本大震災の教訓から原子力
発電の安全性(防災対策)について講演いただきた
かった。
・できるだけ早い時期にＢＣＰを策定したいと考えて
いる。村田機械(株)、JOHNAN(株)の事例発表は大
変興味深かった。

③ ④ ③ ② ③FAX

11
東北・熊本被災地の視察を行いたいがどのようにし
たらいいか教えてほしい。

実際被災現場の生の声やまとめ資料
が欲しい。これらの情報をシミュレー
ション訓練に活かしたい。

③ ③ ② ②
⑦ＢＣＰ策定支援
ワークショップ

12

・ＮＴＴの災害時のドローン活用に期待したい。自社
でもドローン、AI、ＩＴの活用方法を検討していかなけ
ればならないと感じた。
・地域貢献について改めて実感した。

① ① ① ① 働き方改革について
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ライフライン事業者として通信の確保や早期復旧に
ついては日頃から取り組んでいるが、社員の安全
や通信以外の部門のＢＣＰについてまだまだ弱い面
が有り、今回の交流会で多くの気づきがあったた
め、今後に活かしていきたい。

今後も京都ＢＣＰライフライン連絡会を
通して行政と企業の連携強化に役立
つよう取り組んでいきたい。

① ② ① ①
⑨その他(京都ＢＣ
Ｐライフライン連絡
会)

14
スライドのみで資料がなかったり、パンフレットを読
むだけでは不足である。

③ ③ ② ① ④メルマガ

15
他企業のＢＣＰ取組を参考にして当社でも展開でき
るように進めていきたい。

事例を多く聞かせていただけるとありがたい
災害時の交通網がうまくまわる様に交
通道路の延長を早く実現してほしい。

③ ② ① ⑤配架チラシ

16

・ライフライン３企業の取組は一方的であり、実際京
都での災害発生時に具体的にどう動くのか理解で
きなかった。
・村田機械(株)JOHNAN(株)の取組は、今後ＢＣＰ策
定の目安となるものであり、ありがたかった。２社と
もメーカー企業であったため、次回は他業種の組み
合わせでの発表を希望する。

③ ④ ② ③

⑨その他(商工会
議所主催のセミ
ナーでの配布チラ
シ)

17
地震シミュレーションを自分で行うことで、実際に訓
練する時の参考となった。

② ③ ② ② ⑤配架チラシ

18

巨大地震発生シミュレーションは考えながら気づき
があり、非常に良かった。
夏と冬では対応が違ってくるため前提条件に発生
日(季節や天候など)があればもさらにイメージがで
きると思われる。

③ ③ ② ③
⑧講演企業から
の御案内
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19 自社ＢＣＰの作成 災害時緊急マップの提供 ＢＣＰ訓練支援の提供 ② ② ② ①
⑧講演企業から
の御案内

20
他社の事例を聞くのは大変貴重な機会であった。積
極的に取り入れていきたい。

① ① ① ①

21
企業の取組がよくわかった。より多くの事例が知り
たい。

① ① ① ① 訓練の手法

22
他企業の取組状況を知ることができ、参考になっ
た。

・使えるＢＣＰになるような作り込み
・連携(社員)
・現場部内との協力

企業内情報交換プラットフォーム ② ④ ② ①
⑨その他(メール
にて案内)

23
一方通行の発表であり、ディスカッションの時間が
必要である。

特にトラフ型の地震の場合、観光客等の帰宅
困難者対応が大きな課題となる。府としての
方針があるなら示してほしい。

・ＳＣＭを実施している企業がどんなマ
ネジメント運用をしているか紹介して欲
しい。
・トラフ型の巨大地震の場合の一時避
難している観光客等をどのように被災
地から移動させるか方針等を示してほ
しい。

③ ③ ③ ②
⑨その他(府から
の案内)

24
非常時の判断力、行動力を高めるため、訓練に重
きをおく。

インバウンドを含む旅行者対応 ② ② ② ② ③FAX

25
各企業の災害における防災対策が大変参考となっ
た。必要に応じて取り組んでいきたい。

実践に則した各関係自治体、社内関係部署
との連携

必要な情報共有と連携 ③ ③ ② ③ ③FAX

26

・パンフレット配布のみでは理解しがたい説明される
パワーポイント資料も配付していただきたい。
・実際に策定されたＢＣＰを紹介していただきたかっ
た。
・既にシミュレーションを体験した企業が退席できる
よう、講演を最後にすべきだと思われる。

自社のBCP策定で検討している部分の参考
としたいので、実際に策定された企業のＢＣＰ
を京都府HPへ公開して欲しい。

左記同様 ④ ④ ④ ③

①京都府ホーム
ページ
⑦ＢＣＰ策定支援
ワークショップ

・実際に策定された企業の
ＢＣＰ事例の紹介
・実践的なＢＣＰのポイント
・時間通りのカリキュラム
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27
・シミュレーションは考える時間と回答解説があり、
身になりました。
・他社(２社)の事例は参考になった。

・実際に発生した際に本当に実行できるのか
・広く社員に知識を浸透させること

② ② ② ② ③FAX 他社のＢＣＰ事例紹介

28

・東京海上日動火災保険(株)のシミュレーションで
はすぐに答えられない質問があった。
・計画を作ることも大切であるが、社員全員が共通
認識を持っておくことが大切であり、その意味で
様々なシミュレーションにおいて実効性を高めておく
訓練が重要であるとわかった。

本部中心でＢＣＰを作成しているが、現場目
線や各事業所目線では抜け落ちている所は
ないのか、また、訓練が形骸化しているた
め、いざというときに機能するか心配である。

② ③ ① ② ③FAX

29
・他社事例は参考になった。
・シミュレーションは面白いと思った。
・休憩時間が少ない。

・形骸化しやすい
・実態と乖離しやすい

② ③ ② ② ⑥会議

30
東京海上日動火災保険(株)の想定演習は企業の
災害担当者向けに実施すると良いかと思う。まずは
「自助」の観点から考えることが大切だと思う。

災害発生時を想定した中で特にけが人に対
応する備えが大切だと考えるため、どの地域
においても徒歩で移動できる範囲内に救護
所等を設けて応急対応ができるように考えて
もらいたい

③ ③ ② ③
⑨その他(府から
の案内)

31
想定外をいかに対応できるかを考えて準備が必要
だと感じた。

拠点毎では訓練ができているが、拠点連携
の課題がある

・企業事例の紹介
・訓練への参加(見学)

② ② ② ②
①京都府ホーム
ページ

32

・京都府・京都市において、大規模災害が発生した
場合、ライフラインをどの程度の期間でどの程度復
旧させる、または復旧できる見込みをしているかに
ついての話が聞ければよかった。
・ＮＴＴの資料はスライドで写された資料を配付して
ほしかった

② ② ② ②
⑨その他(従業員
へのメールによる
案内)
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選択肢：①（大変満足） 4 3 6 8

選択肢：②（満足） 12 7 18 13

選択肢：③（普通） 9 13 2 6

選択肢：④（良くなかった） 1 4 1 0

4
選択肢：①(京都府ホーム
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0
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ホームページ)
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2
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